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月～金曜日 午前9時～午後6時
●偉所 電話番号などは都合により変更 =なる場合がありま,

0こ の取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のたぬ 予告なしに変更することが初 ます。

7nrス 株式会社

△ 警 告

0使 用前に以ず取扱説明書を読む。
●本機の設置場所|ま硬く水平な所とする。不安定な場所では絶対に

使用しない。

●揮発性可燃物 (ガソリン、シンナー等)の ある場所で|ま絶対に作

動させない。

●感電事故鮨上の為、アースクリップを必ず接地 (アース)す る。
●雨の中、水のかかる場所では絶対に使用しない。
●高温や直射日光が当たる場所で絶対に使用しない。
●異常を感じたう絶対に使用しない。
●本機にエアホースを接続する前に出ずホースとホース金具が完全

に固定されていることを確認する。

●移動時 作業終了時は

"ず

電源スイッチを切り、ドレンコックを

ゆるめ、エアタンク内のドレンと圧縮空気をり1出する。
●改造及び衝撃を絶対に力0えない。
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このたびはマツクスエアコンプレッサをあ買上げいただきまして誠にあ

りがとうございます
`本

機の取扱いにあたつて、この取扱説明書を最後
までよくあ読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについ

て十分ご理解の上、安全に適切にヨ更用くださるようお願いいたします。

△ 警告 :この表示は、取扱いを誤つた場合に、使用者が死亡また

|よJ場 を負う可能性が想定される場合を表しています。

△ 注意 :この表示は取扱いを誤つた場合に、使用者が傷害を負う

危険が想定される場合および物的損害のみの発生が想定

される場合を表しています。

また、取扱いを誤つた場合には、コンプレッサ本来の性

能を発揮しないばかりでなく本機の損傷につながる事が

想定される場合を表しています。

〈運露時の適工設置方向〉
Xこのイラストのように設置して
運転してください.■

リト

減圧弁調整ハンルレ(L)
(イエローキャッカ

減圧弁調整バン,レ(H)
(オレンジキャンつ

空気タンク(エアタンク)

0コ ンプレッサが到着しましたら次の確認を行つてください。

●ご注文の製品かどうか。(50Hz用、60Hz需 まパッケージとネームブレート

に明記してあります。)

0輸 送による破損や部品の紛失がないかどうか。

※上記の点で不都合がありましたら、あ買求めの販売店へご相談ください。

X使 用電源の周波数が異なる地域でご使用になる場合には、必ず販売店へご

相談ください。
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△ 警 告
安全 作 業 のため に

0電 源スイツチ

②減圧弁 詞劉 ンヽドル(H)

(オレンジキヤツプ)

0減 圧弁 調整ハンドル(L)

0圧 力計 (2個 )

0エ フ取り出しロ

電源の入 切 (ON OFF)を しま軌

スーパーネイラ専用です。スーバーネイラの使用圧力に調整

します。

一般釘打機 エアエ具 (使用圧力8気圧以下)の 供綱E力 を

調整します。

減庄弁 (H)(L)そ れぞれの設定圧力疸を表示します。

(H倶Ⅲよ25気圧以下、L側 ま85気 圧以下)

減圧弁 (H)側 よ、ス■ ―ヾネイラ専用エアチヤック

潮王弁 (L)側 よ、一般釘打倒■エアチヤック

一日一回以上作業終了後に圧縮空気とドレン (水など)を 抜

きます。

専用補助タンクを増設する時に使用します。スリ ■ エフ専

用のエフチヤック (専用補助タンつにlJ属)と 専用エアホー

ス (別売)が 以要で●.

使用時はШず読むこと

本機は、自動釘打機などの空気工具の空気源となるエアコンプレッサです。指定以外の

用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記載事項を

厳守してください。作業関係者以外、特に子供 ま作業場所に近づけないでください。ま

た本機に触らせないてください。

③ 文中の各部品設置箇所は4ページ「各部の名称」にて確認してください。

0作 業環境に応じた防具等を着用する。

作業環境に応じて、保護メガネ 防音保護具 保安

帽 安全期時 の防具を目申してください。

X減 圧弁の圧力設定により、同時に 2通りの圧力帯を使用し、スーバーネイラと一般釘

打機 エアエ具を利用できます。

0ド レンコック

0補 助タンク接続□

0警 告シール

0使 用前に必ず争倹する。

電源プラグを、コンセントに接続する前に次の点検

をリコ 言つてください。

1ボ ルト ナットやネジの締め付けが緩んでいたり、

抜けていないか。

2各 部剖品が外れていたり傷んでいないか。

3電 源プラグ コードに異常がないか。

4サ ーマルプロテクタ復帰ボタンを知則から固定し

ていないか。

不完全なまま使うと事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、あ買い求めの販売店又は、マッ

クスリービス開へ点検に出してください。

0

01,2
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0"ず 指定電圧で更用する。

りずAC400Vの コンセントで使用してください。指

定電圧以外の使用は故障の原因だけでなく、発火

発熱の危険性がありますので絶対にしないでくださ

い 。

0本機の電源に昇圧機などのトランス類は絶対に使用

しない。

故障の原因や焼損の原因になりますので絶対にしな

いでください。

△ 警 告

安全作業のために

△ 警 告

安全作業のために

2人 気や燃えやすいもののそばには絶対に設置しな

い 。

3高 温や直射日光ガ当たる場所は避け、風通しのよ

い日陰などに設置する。

4ゴ ミ (本クズなど)ホ コリの多い場所に1ま設置し

な い 。

5雨 の中や水のかかる場所 湿気の多い場所には絶

対に設置しない。

水に融 たまま鯛 すると、感電したり短絡 (シ

ョート)し て焼損 発火による火災の恐れがあり

ますので、絶対にしないでください。

6適 正な設置方向に必ず設置する。

4ページ 「各部の3TTJイ ラストを参考に適正な

設置をしてください。

0濡 れた手で絶対に触れない。

濡れた手で電源プラグ等を持つと感電する恐れがあ

りますので、絶対にしないでください。

0エ ンジン発電機や直流電源では使用しない。

故障の原因や焼損の原因になります。詳しくは、あ

買い求めの販売店叉ま、弊社担当者にあ問い合わせ

ください。

0本機の設置場所に関しての注意

4硬く水平な場所にJず塾置する。

不安定な場所には絶対に設置しなしヽ 移動や落下

の危険性のある場所には絶対に設置しないでくだ

さい。

△ 警 告

回
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△ 警 告
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△ 警 告
安全 作 業の ために

△ 警 告
安全 作 業 のために

「
‐―

0感 電事故防止の為、フースクリップを出ず接地 (フ

ース)す る。

フース線をガス管等に取付けることは危険ですの

で、絶対に接続しないでくださしヽ

Xア ースの埋め込みやフース線を接続するような工事

は電気工事士の資格が必要です。最寄りの電気工事

店にご相談してください。また接地と共に漏電しや

断器の設置された電源に接続されることをお0す め

します。

0電 源コードは大切に扱う。

電源コードを3つ 張つて本機を召動させたり、電源

コードを3つ 張つてコンセントから電源プラグを3

き抜いたりすると、電源コードを傷め、断線 短経

(ショート)の 原因になります。また、電源コード

が刃物類や高熱のもの、油、グリースなどに触れな

いように注意してください。電源コードが損傷した

場合ま修理に出してください。

⑩本機の通風乱や回蟷部 (フアン部)な どに異物を入

れない。

感電や故障、事故の原因となります。

△ 警 告

0

0本機にエフホースを接続する前に」ずエアホースと

ホース金具が完全に固定されていることを確認す

る。

△ 警 告

0本 機が正常に作動するか使用前に」ず点検 確認す

る。正常に作動しない場合よ、使用しない。

44ページの 「運転前の点検 確認Jに 沿つて点検し

てください。

※下記の場合は、故障していますから本機を絶対に使

用しないでください。

4運 転開始後、4分以上待ってもモータが自動停止

しない。

(補助タンつ接続時は運嬌時間が異なります。)

2本 機内部で異音 エフ漏れ音がする。

3減 圧弁調智 ンヽドルを操作しても圧力計の表示圧

力が劉 ヒ(上昇 下降)し ない。

異常のある場合は、あ買い求めの販売店又はマッ

クスサービスいに点検 修理に出してくださしヽ

0正 しい1反装で作業する。

回転部 (フアン部)な どに巻きこまれないよう、袖

□の開いたものや手袋 ネクタイ ネックレスなど

は着用しないでください。

0大 切に扱う。

落としたり、ぶつけたりすると故障の原因となりま

軌 落としたり、ぶつけたりした場合は、外観上異

常がなくても、あ買い求めの販力古又は、マックス

サービス腕へ点検 修理に出してください。

-6- -7-



△ 警 告
安全 作 業 のために

△ 警 告
安全 作 業 のため に

0本 機を長時間連続して運転する用途によ使用しない。

釘打機のエフー源以外の用途や、長時間連続運転と

なる用途に使用する場合は、あらかじめの要1性能な

どを取扱い販売店や弊社担当者に確認してください。

△ 警 告

0 ＼RRRR〆
V

´

0高温や直射日光が当たる場所ま避け、りず風通しの

よい日陰などで使用する。
△ 警 告

0

ン

曇

ン

①補助タンク接続回に直接空気工具を接続すること|ま

絶対にしない。

0ゴミ

い 。

(本クスなど)ホ コリの多い場所では使用しな

0コ ンプレッサのエアチヤックに、直接3点エアセッ

ト等の重量物を取付けない。

コンプレッサの振動で本機の故障を招くおそれがあ
l‐ます。

0適 正な設置方向で必引室用する。

4ページ 「各部の名称Jイ ラストを参考に適正な設

置をしてください。

0雨 の中、水のかかる場所では絶対に使用しない。

雨の中、水のかかる場所、濡れた場所、湿った場所

では絶対に倒ヨしないでください。感電事故のもと

となります。また、本機を雨の中に放置しないでく

ださい。

0揮 発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

ガソリン、シンナー、ガス、塗料、接着剤などのそ

ばでの使用は 弓火まF_は爆発の恐れがあるので絶

対にしないでください。

②火気や燃えやすいもののそばでま絶対に使用しない。

0不 安定な場所でま絶対に使用しない。

移動や落下の危険性のある場所でま絶対に使用しな

いでくださしヽ

0箱 の中や狭い場所 (密閉された車内など)で は絶対

に使用しない。

異常発熱をまねき、故障 事故の原因となる事があ

ります。

-8- -9-



△ 警 告
安全 作 業のために

△ 警 告
安全作業のために    |

0上 面部に座つたり、物をのせることは絶対にしない。
△ 警 告

0

△ 警 告

０
――

ぬ
Ｘ

0

0

≪

X

⑩回転部 (ファン部)な どには絶対に異物や手を近づ

けない
`

回転部によさまllたり、巻き込まれたりして怪我を

することがありますので絶対にしないでください。

0運 転時、運転直後のモータ 空気タンク等、金属部

ま絶対に素手で触らない。

空気の圧縮熱で高温になつていることがありますの

で、人傷をする恐れがあります。移動などは、熱が

下がつてから行なつてください。

0異 常を感じたら絶対に使用しない。

機械の調子が悪い時、異常に気づいた時は直ちに電

源スイッチを切つて (OFFこ して)、電源プラグを

コンセントから抜き、使用をやめ、点検 修理に出

してください。

0作 業終了時には必ず電源スイッチを切って (OFF

にして)、電源プラグをコンセントから抜く。

0作 業終了時に1ま、ドレンコックをゆるめ、エアタン

ク内のドレンと圧縮空気を″1出する。

0本 機を大切に手入れする。

より安全に性能を発揮させるため、損傷のない最良

の状態日果つてください。グリップ部は乾燥させ、

清潔にし、油やグリース湖寸かないょうにしてくだ

さい。

0本 機を分解しない。

万―故障した時は、点検 修理に出してください。

0本 機に改造や衝撃を加えることは、絶対に行わない。

本機を改造したり、衝撃を力]えると本来の性能が発

揮できないばかりでなく安全性が損なわれますの

で、絶対に行わないでください。

10



△ 警 告

0作 業前には、本機が正しく作動するか確認する。また異常を感じたら絶対に使用

しない。

本機によ安全を確保するため次のような安全装置がついています。

●サーマルプロテクタ

(モータ焼損防止装置)

不適切な電源や配線方法で本機を使用

し、モータ内に異常電流が流れた場合や

圧縮機本体に異常がある場合に、電気回

路を遮断しモータの運転を停止させ、モ

ータ焼損を防止する装置です。(48ページ

26kg

圧カスイ′チ式 OFF圧 30に1/“(2 94MPa)ON圧 26kg/Or(2 55MPa)

単相誘導電動機750W

AC100V(60Hz〕

参照) くS21〉
1430rPm

●エアタンク部用リリーフバルプ (安全弁)

本機は圧カスイッチにより、エアタンフ内圧が約30贈 f/m(2 94MPa)に 達すると

自動的にモータの運転を停止します。圧カスイッチの故障によつて工T7タンク内圧が

異常高圧になつた場合、リリーフバルブより音を発し、エアタンフ内圧を減圧します。

その場合よ、ただちに本機の使用を中止し、あ買い求めの販売店又は、マックスサー

ビ女いに点検 修理に出してください。

X本 機のリリーフ′ψレ,(安 全弁)は 、機体 (カバー内)に 設けられています。

圧カスイッチおよびリリーフパルプ (安全弁)の 設定圧力の調整はできません。

●減圧弁L部 用リリーフ′ψレプ (安全弁)

本機の刷王弁LtBlは、一般釘打機 エアエ具 (使用圧力8気圧以下)|ヨ鯛 します。

減圧弁Lの 故障は つて2次配管 (潮王弁L後 )が 異常高圧になつた場合、リリーフ

バルブより音を発し、2次配管内圧力を減圧します。その場合は、ただらに本機硼吏

用を中止し、お員い求めの販売店又はマツクスサービスいに点検 修理に出してくだ

さい。

602/min

47× 34× | 47× 12× |

減圧弁(H)3～25kgf/m. 減圧弁(L)05～ 85kび/cぽ

l kgf/疏(減圧弁L部)33kgi/cげ(エアタンク部)

|||  スーパーネイラ専用エアチャンク、~般 用エアチヤンク  ||‐キー●||=‐11^■鰤場詰iぶ新モJ■■■ ‐■■■・■‐ I●1■

白■―

マックススーパーエアコンプレッサ

AK HL7 00[6](60Hz用 )

高さ270X幅 500×長さ465mm

1720rpm

-42- -43-



△ 警 告

●使用前にボルトナットやネジの緩み、各部部品の欠損がないか点検する。

●
"ず

指定電圧¬吏用する。

●適正な設置方向で
"ず

使用する。

X3ペ ージからの 「安全作業のためにJの 通り正しく使用してください。

※文中の圧力鞠直についてま、圧力計の読み取り誤差を含んでいません。

0電 源はAC400Vを 使用し、本機の電源ス

イッチを切った (OFFこ した)状態でア

ースクリップ/cr要地 (アース)し てから

電源プラグをコンセントに差込みます。

〈図 2〉

Xや むを得ず延長コードを使用する場合は

15A以上で有効断面積が21r以上、長さ

30m以 内の電線としてください。

②ドレンコックを全問に援めて (左回し)

おいて、電源スイッチを入れ(ONに t )́

ます。

0モ ータが回転し、ドレンコックから空気

が出ていることを確認してください。

●ドレンコックを締めて(右回し)、ドレン

コッフからエアもllガ無いことを確認し

てください。

0減 圧弁調整ハンドル (2ヶ所)を  止ま

るまで石回転させ圧方計の指・II・動く

(ヒ昇する)こ とを2ヶ所とも確認して

〈E図-3〉

電原スイブテ 〈図_3)

ください。

-44- -45-

03分 程度で自動的に圧縮運転ガ停止する

ことを確認してくださしヽ (補助タンフ接

続時は運転時間が異なります。)〈 図 5〉

0屋 =停 止後、5分程度待つて、異吉 工

アもれや再起動運転しないことを確認し

てください。

0ド レンコックを少し緩め (左回し)圧 縮

空気をり1出します。圧力が降下すると、

運重が再開することを確認してくださ

〈図-6〉

0ド レンコッフを締めて (右回し)圧 縮運

蠍中に電源を切り(OFFこ して)運氣が

停止することを確認してください。

①減圧弁調整ハンドル (2ヶ 所)を 、左回

重させ圧力計の指針が下がる (エフもれ

音が発生することがあります。)ことを2

ケFTとも確記してください。  〈図 7〉

0ド レンコッフを援め(左回し)、エフタン

ク内の圧縮空気とドレンを金て排出して

い 。

くださしヽ。

屋薫前の点検 確認で異常のある場合 よ、

あ買い求めの販売店又は、マックスサービ

スmへ 点検 修理に出してください。

ドレンコック

よ
｀ヽ
キ



輌
使用する場合はひず44ページ 「運転前の点

検 確認Jを 行なつてください。

0ド レンコックを締め (右回し)電 源スイ

ッチを入れ (Ollにし)ま す。 〈図 9〉

②圧カガ上昇して運転が停止しましたら、

湖王弁調整ハンドルを回して空気工具の

適正な使用圧力に調整を行ないます。圧

力の調整方法は、減圧弁調整ハンドルを

左に回し、適正な圧力より2に fんぽ以下

に一旦湖=を 行ないます。次に減圧弁調

整ハンドルを右に回し、圧力を上げて調

整を行なつてください。 く歴図-40〉

X圧 力を調整する際ま、りず適正圧力より

lr_い圧力から圧力を上げて調整してくだ

さい。適正な圧力より高い圧力から減圧

を行ない調整すると、圧カゲージと実際

の使用圧力に約 3贈 f/oぽ程度の誤差が

生じます。(減圧弁の特Fl)

×本機には減圧弁が2ヶあり、2通りの圧力を複数のエアエ具で同時に使用することが

可能です。

く減圧弁 H〉スーパーネイラを接続し、使用できます。

〈減圧弁 L〉一般釘打機 (使用圧力8気圧以下)を 接続し、使用できます。

△ 警 告

●空気工臭の使用空気圧をりず守る。

減圧弁によつて供給圧力を調整しないで空気工具を使用すると、空気工具の性能

を著しく低下させたり、寿命を早めたり損傷によつてre険を生じる恐れがありま

す。

X不適正な圧力 (必要以上に高い圧力)で 空気工具を使用すると空気消費量ガ増llし、

空気工具の使用性能が著しく低下することがあります。必ず適T「 力に調整して使用

してください。

緻 憲
(́オレンジキャップ)  ―≠〔ミ  ン/

減圧弁調整バン,レ(Ll

^ 
戸4F日

~キヤンカ 1〈歯■o〉

-16- -47-

0供 淘圧力の調整が終わりましたら、空気

取出□ (エアチヤック)に エフホースを

接続して作業ガ開始できます。 く図 44〉

※減圧弁H側 の専用エアチャックによ専月

エアホースを接続してください。

△ 警 告

●本機にエアホースを接続する前に以ずエアホースとホース金具が完全に固定され

ていることを確認する。



運転時に電圧降下が大きかったり、機械内部に異常があつたりすると、

用のサーマルプロテクタが作動してモータが停止することがあります。

0電 源スィッチを切って (OFFこ して)、

電源プラグをコンセントから抜いてくだ

〈Eコー12〉さい。

②電源状態が適切か、延長コードが長すぎ

たり、細すぎないか、又同一電源で他の

電動工具等を使用していないかを調べ、

その状態であれば延長コードの使用をや

めたり、電動工具等の使用をやめます。

X延長コード使用による電圧降下のトラフルを、未然に防止する為に、なるべく延長コ

ードの接続は避けて、直接、元電源に本機を接続してください。

→元電源で400V未満の時や、同時に他の電動工具を使用した時は、電圧降下ガよリー層

激しくなりまct。

30mの 延長コードを接続し、本機を運転する際のSfL降 下予測値(コード断面積別参考値)

李鶴 華塁 型
AK HL7100
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モータ焼損rb■

この場合は、

※同一電源で他の電動工具を使用し、総消費電刻直が電源ブレーカの電流容量を超える

と電源ブレーカが作動することがあります。

同一電源で他の電動工具との併用はさけてください。

0モ ータガ十分に冷えてから,― マルプロ

テクタの復帰ボタンを 「カチッ」と音の

するまで指で強く押してください。(モー

タ高温時は、復帰ボタンを押しても作動

しないことがあります。)   く図 13)

0電 源プラグをコンセントに差込み電源ス

イッチを入れて(Olklにして)運転を再開

してください。 〈図 14〉

0電 源 配線に問題が無いのにサーマルプ

ロテクタが作動する場合は、欄鴨の故障

が考えられます。あ買い求めの販売店叉

|まマックスサービスいに点検 修理に出

してください。

いヽ
魂̈
〃

Ю
漑
〔

△ 注 意

0不適切な電源や配線を使用して極端に電圧が降下した場合には、サーマルプロテ

クタが動作せずにモータがうなる状態が続き、モータ焼損の原因となります。

●サーマルプロテクタ復帰ボタンを外部から固定したり、改造した場合には,― マ

ルプロテクタ岱ヽ 動せずにモータがうなる状態が続き、モータ焼損の原因となり

ます。

●やむを得ず巻き取り式延長コードを使用する場合に、延長コードを巻いたまま使

用すると熱を持ち、焼損 断線等の原因となります。



△ 警 告

0異 常を感じたら絶対に使用しない。

次のような異常を感じた時は、直ちに電源スイッチを切つて(OFFこ して)電源

プラグをコンセントから抜き、使用をやめ、あ員い求めの販売店又は最寄りのマ

ツクスサービスいまで、点揆 修理に出してください。

0電 源、配線に問題II無いのに。(48ページ～49ページ「サーマルプロテクタ」の項参照)

0電 源スイッチを入llても作動しない。

●モータがうなる。

等の現象が出る。

②運蕪中に異常な音がする。

0圧 カスイッチが作動せず安全弁ガ作動し 空気が吹き出す。

0空 気工が40K8f/面 (0 98MPa)ll下 のときにリリーフアツしブ (安全弁)が lF動し、

空気が吹き出す。

O空 気が漏れている。

O圧 力が上昇しない。

0金 属部に触llるとビリビリする。

0上 記以外でも使用中に異常を感じる。

-20-

0本 機を寒冷地で吏用する場合

凍結による作動不良を防止するため。

0本 機をあらかじめ暖めてから運転

“

。

O電 源プラグを直接、元電源に接続し暖

菱 黙 (ドレンコッフを開放したまま

しばらく運氣させる)の 後、使用する。

■あを得ず延長コードを使月する場合

は、上記の名置を行なった上でコード

断面疸が太く (2耐以上)短 いコード

〈12-45〉

②補助タンクを使用する場合

誤接続による、事故や性能低下を防止す

るため。

O倒 ヨする萄助タンクの取扱説明書を出

ず読む。

0本 機の補助タンフ接続□こはりず指定

のエアチャックを使用する。

マックス純IEスー′い エフ用補助タン

クによ、付属品として接続用専用エフ

チヤッフガ同梱されています。

○本機と補助タンクをつなぐ専用エアホ

ース継手の脱着は、両機のエアタンク

内に圧縮空気が充填さllていないこと

を確記して行う。

を回∃してください。

-21-



△ 警 告

●補助タンク使用時は、あず補助タン

クの取扱説明書を読む。

【本機の補助タンク接続□を使用する場合】

Xス ーバーエア専用の補助タンクと専用エ

アチャック(補助タンクに付属)、専用エ

アホース (別売)が 助要です。

0本 機の補助タンク接続□の止め栓をはず

します。(逆ねじ仕様)ン
′
  く図 16〉

△ 警 告

●エフタンク内の圧縮空気が全て
"1出されていることを

"ず
確認してから

止め栓をはずす。

0指 定の専用エアチヤックを取付けます。

く0コー17)

コヨエフチヤック|まマックス純正専用補

助タンクに、lJ萬品として同梱されてい

ます。

0専 用補助タンク内ヘエア供綸するための

専用エフホース (別売)の エフプラグを

取り付けたエフチャックに接続します。

〈図 48〉

0エ アタンフ内に圧縮空気を充填します。

X使 用する空気工具の適正な使用圧力に減

圧弁にて調整してから使用してください。

い
い
）
》
ヽ
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【本機の空気取出し□(減圧弁H後 )を使用する場合】

※スープ■ エア専用の補助タンクが必要で

す。

●専用補助タンク内ヘエア供綸するための

コ電エフホース (別売)のエアプラグを、

本機の空気取出ロエアチャック (減圧弁

H後 )に 接続します。 〈|コー19〉

0本 機の減圧弁 (H)調 整ハンドルを右へ

いつtまいに回してください。 〈図 20〉

→補助タンフ内にま減圧弁 (H)よ り取

り出せる最高圧力を充填します。

Oエ アタンク内に圧縮空気を充填し、専用

補助タンクの減圧弁にて、空気工具の適

正な使用圧力に調整しま軌

【本機の空気取出し口(減圧弁L後 )を使用し、一般の補助タンク(充填最高圧9 9kgf/

前=0 97MPa未 満)を使用する場合】

※エア取出□ (減圧弁付)の ある補助タンクが接続できます。

●補助タンク内ヘエア供給するための一般工具用エアホース (別売)の エアプラグを、

本機の空気取出ロエアチャック (減圧弁L後 )に 接続します。

0本 機の減圧弁 (L)調 着 ンヽドルを右へいつぱいに回してください。

→補助タンク内には減圧弁 (L)よ り取り出せる最高圧力を充環します。

0エ アタンク内に圧縮空気を充填し、補助タンクの減圧弁にて、空気工臭の適正な使用

庄力に調整します。

減圧 弁(H)調整ハ

'

つレヽ
、  /〈Eコー20〉



〈スーバーネイラを使用する場合〉

0本 機の補助タンク接続□と専用補助タンフ(AK―TH42R)の エフ取入□を専用エフホ
ースで接続します。

(マックス専用エア本―ス以外は使用できません。)

●専用補助タンフの減圧弁で調整を行い、専用エアチャックに専用エフホースを接続し、
スーバーネイラを使用してくださし、

く一般釘打機 エフエ具を使用する場合〉

0本 機の補助タンク接続□と専用補助タンフ(AK―TL42R)の エア取入□を専用エアホ
ースで接続します。

(マックス専用エアホース以外は使用できません。)

②専用補助タンフの減圧弁で調整を行い、エア取出□に一般エアエ剣ョエアホースを接

続し、工具を使用してください。

専用エアチャック  :

減圧弁(H)
エア取入「l

L瓢隅≡≡≡¬ヽ :

スーパーネイラ

補助タンク接続ロ
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0本 機の水抜きをする。

作業終了時は、ドレンコックを開放し、

エフタンク内の圧縮空気とドレン (水)

を圧力計の針が0を指嚇 瑯 抜いて

ください。 〈図-24〉

※水抜きを行わないとエアタンク内に鈴が

発生し、故障の原因となります。

②定期的に点検する。

本機の性能を維持する為に清掃、点検を

定期的に行なつてください。点検はあ買

い求めの販売店又はマックスサービスm

にあ申しつけください。

Xコ ンプレッサの清掃には別売りのエアダ

スタが便利です。エアダスタま、お近く

のマツクス製品取り扱い店であ買い求め

ください。

0本 機を大切に扱う。

落としたり、3つ けたり、叩いたりしま

すと変形 亀裂や破損を生じる場合があ

ります。危険ですから絶対に落としたり、

ぶつけたり、0日いたりしないでください。

〈

`コ

ー22〉

α室用毎に
"ず

点検する。

3ベージの 「安創 1業のためにJの 内容

に沿つて点検 確認を行なつてください。


